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新年あけましておめでとうございます。冬休みは楽しく過ごせましたか？つい不規則な生活をし

たり、食べすぎたりしませんでしたか？今年も子どもたちが元気で健康に過ごせるように、ほけん
だよりを通して健康に過ごす事や病気の予防法等をお伝えしていきます。本年もよろしくお願い致
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

健康な皮膚を作るには 

 清潔と保湿が、健康な皮膚を作る
基本です。お風呂で清潔にした後は、
保湿剤を使用して皮膚の保護をしま
しょう。それから、直接肌に触れる
衣類は、綿素材がおすすめです。ポ
リエステル等の合成繊維は静電気を
起こしやすく、皮膚を刺激しかゆみ
のもとになります。 

子どもの肌が荒れやすいワケ 

 空気が乾燥する冬は、お肌も乾燥する季節。
特に子どもは、肌のバリア機能が 
未発達のため、荒れやすいのです。 
乾燥した状態が続くと発疹等の皮 
膚トラブルが出やすくなります。 

てらやほけんだより 

登園までのお子様の様子 

 新型コロナウイルスの出現より、皆

様には毎朝の体調チェックを入念に行

って頂き、ありがとうございます。普段

から見ていただいている事とは思いま

すが、再確認してみてください。 

 

 大人では、感じた体調の変化を具体

的に表現することが出来ますが、子ど

もたちは年齢等によって伝えることが

難しく、泣いて表現してみたり、何か体

が思うようにいかずにイライラしてい

たり、足取りが重かったり、食事の進み

が悪かったり等、どうにかして伝えよ

うとします。 

清潔・保湿・低刺激です。 

・夜眠れていたか 

・食事はどうか 

・機嫌や表情は変わらないか 

・尿や便の回数が増減したり、形状が変わっ

たりしていないか         

                 など 

  

 お子様の様子に『あれ？もしかして、いつ

もと違う？』と感じる様子があれば、登園時

にお知らせください。 




